
平成 2７年度 

第 1 回 西胆振保健医療福祉圏域連携推進会議 

          【主な意見等】（ホームページ掲載用） 

 

日 時：平成 27 年 7 月 29 日（水）18：30～21：10 

場 所：胆振総合振興局 3 階 大会議室Ａ 
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【主な意見】 

○ この地域で 2025 年までに必要なのは回復期。 

平均在院日数を考えても、回復期、慢性期は非常に大切で、この地域の医療機関が協力して、 

役割を担っていくことが非常に重要。 

 

○ この地域から圏域外（札幌）への流出が 10％程度。医療機関同士の連携の効果と確信。 

2025 年に向け各医療機関の協力により、この地域で完結できる医療を目指す。 

 

○ 地域の医療、介護をどうしていくか、街づくりをどう構築していくか非常に重要な問題と認 

識。 

  昨年から行政と意見交換を実施。 

 

○ 医療・福祉関係者と行政が意見交換しながら、今後のことを進めることは必要。非常に良い 

機会。 

 

○ 自院の将来ビジョンと地域医療構想とどう整合性をとって地域の中の医療機関としてやって 

いくのか今後の課題。 

 

○ 慢性期の医療機関がレベルアップして、急性期の医療機関に応えていくかが最大の課題。 

 

○ 在宅医療に取り組む医師を増やす事業を室蘭医師会で取り組む予定。 

 

○ 医療と介護がうまく連携し介護施設でも看取りができる体制を整えることにより、高齢社会 

の医療ニーズに貢献できると考える。 

 

○ 街が元気になっていくためには、子供、周産期、高齢者医療とか、５疾病５事業をどのよう 

に進めていくのか、この地域の医療として支えていくのか考えていくことが必要。 

 

 

【主な質疑】 

１ 検討状況、会議資料をどのようなかたちで、公表するのか。 

 

〔事務局〕 

  会議録については、概要版。  

どのような議論がこの場でされているのかを住民の方々にお知らせする趣旨。 

 

２ 人口について国は地方創生で、各町に人口ビジョンの策定を求めている一方、病床数の推計

には機械的に国の人口問題研究所の推計値を用いる、そこに整合性がないように感じる。 

これに関する国の考え方があるのか。  

 

〔事務局〕 

  今回、用いた人口推計によれば、西胆振の総人口は 2010 年と比較して 2025 年には約３万人

減少すると推計される。又、その中で、６４才以下の人口は３万４千人減少し、６５才以上の



人口は４千人近く増加する。  

  この人口推計に基づいて、将来この圏域で必要な病床数を、ある一定の基準で機能別に推計

したものが、今回公表されたもの。  

今回の推計には全国統一的に人口問題研究所の数値を用いることが厚労省より求められてい

る。 

今後の将来推計については、これらの取組みによる人口の変化等も踏まえながら見直しが行

われると考えている。  

 

３ 「特に北海道においては、あらゆる地域で在宅医療を推進することは現実的ではないことか

ら」と書いてあります。これは、どういう意味で現実的でないと考えているのか。 

 

〔事務局〕 

  西胆振も含め在宅医療の推進は全道的な課題。  

医療資源の問題もあり、市町村の役割や受け皿となる住まいも含め、様々な形を考えざるを

えない。 

 

４ 急性期は１０年間に５００床減。急性期の医療機関に強制的に減床を求めると病院として機  

能しない。 

   

〔事務局〕 

  基本的には行政主導でなく、医療機関の自主的な取組みにより進めていただく。 

だだし、今回の医療提供体制の改革は、地域包括システム構築と併行して時間をかけて進め

ていくものであり、直ちに急激な変化を求めるものでないと考えている。  

 


